
●
二
つ
の
左
派
の
対
立
構
図

ペ
ル
ー
大
統
領
選
挙
の
決
選
投
票
で
、
中
道
左

派
の
ア
プ
ラ
党
（
ア
メ
リ
カ
人
民
革
命
同
盟
）
ガ

ル
シ
ア
元
大
統
領
が
急
進
的
民
族
主
義
を
掲
げ
一

回
目
の
投
票
で
首
位
に
立
っ
た
元
軍
人
ウ
マ
ラ
候

補
と
の
激
し
い
戦
い
を
制
し
て
当
選
し
、
一
六
年

ぶ
り
に
政
権
に
返
り
咲
い
た
。
一
回
目
の
投
票
で
、

元
大
統
領
が
保
守
派
候
補
と
熾
烈
な
戦
い
の
末
、

二
位
に
滑
り
込
ん
だ
時
点
で
ペ
ル
ー
で
の
左
派
政

権
の
誕
生
は
事
実
上
決
し
て
い
た
。
社
会
民
主
党

系
の
国
際
組
織
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
に
属
す
る

ア
プ
ラ
党
の
復
権
で
、
南
米
の
左
派
政
権
台
頭
の

波
は
ペ
ル
ー
に
も
及
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

ト
レ
ド
政
権
下
の
ペ
ル
ー
は
、
鉱
産
品
な
ど
の

資
源
価
格
の
急
騰
を
背
景
に
、
輸
出
は
三
倍
に
膨

れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
年
率
五
％
の
成
長
を
遂
げ
た
（
表

１
参
照
）。
選
挙
の
焦
点
は
、
皮
肉
に
も
成
長
を

推
進
し
た
新
自
由
主
義
政
策
の
修
正
を
め
ぐ
る
争

い
で
あ
っ
た
。
経
済
政
策
を
踏
襲
し
対
米
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
自
由
貿
易
協
定
）
の
推
進
を
訴
え
、
選
挙
戦
で

最
も
有
力
視
さ
れ
た
保
守
派
の
フ
ロ
レ
ス
候
補
で

す
ら
、
高
い
成
長
の
恩
恵
が
民
衆
層
に
届
い
て
い

な
い
と
し
て
、
経
済
モ
デ
ル
の
修
正
と
強
力
な
社

会
政
策
の
実
施
に
言
及
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ

と
に
象
徴
さ
れ
る
。
決
選
投
票
は
、
新
自
由
主
義

政
策
の
修
正
な
い
し
変
更
を
め
ぐ
る
左
派
同
士
の

一
騎
打
ち
と
な
っ
た
と
言
え
る
が
、
市
場
に
問
題

解
決
の
す
べ
て
を
委
ね
た
新
自
由
主
義
か
ら
、
貧

困
や
失
業
と
い
っ
た
緊
急
な
課
題
を
前
に
し
て

「
国
家
の
回
帰
」
を
導
き
、
市
場
と
国
家
の
バ
ラ

ン
ス
を
図
る
契
機
と
な
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

そ
こ
に
は
、
市
場
経
済
に
基
づ
き
一
定
の
産
業

政
策
や
強
力
な
社
会
政
策
を
と
る
社
会
民
主
主
義

と
、
資
源
の
国
家
管
理
を
通
じ
て
富
の
再
分
配
を

行
い
、
政
治
経
済
の
全
面
的
転
換
を
目
指
す
革
命

的
左
派
と
い
う
、
南
米
の
二
つ
の
左
派
の
対
立
構

図
が
投
影
さ
れ
て
い
た
（
二
つ
の
左
派
に
つ
い
て

は
、
参
考
文
献
①
、
③
を
参
照
）。
前
者
は
コ
ン

セ
ル
タ
シ
オ
ン
（
民
主
連
合
）
の
下
で
二
一
世
紀

に
入
り
社
会
党
系
大
統
領
が
二
期
続
き
、
持
続
的

成
長
と
貧
困
人
口
の
半
減
を
達
成
し
た
チ
リ
が
モ

デ
ル
で
あ
る
。
積
極
的
な
外
資
導
入
策
を
と
り
つ

つ
強
い
国
家
の
下
で
戦
略
的
に
貿
易
・
社
会
政
策

を
推
進
し
効
果
を
あ
げ
て
き
た
も
の
で
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ウ
ル
グ
ア
イ
な
ど
の
政
権
が
続
く
。
ア
メ
リ

カ
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
び
積
極
的
な
輸
出
戦
略
を
と
る

チ
リ
と
、
農
業
補
助
金
問
題
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
（
米
州

自
由
貿
易
地
域
）
に
反
対
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
な
ど
で
多

国
間
外
交
を
展
開
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
の
一
角
ブ
ラ

ジ
ル
と
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
前
提
に
外
資
を
活
用
し
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ

ッ
ク
か
つ
戦
略
的
に
開
発
を
進
め
る
今
日
の
南
米

左
派
の
主
流
と
言
っ
て
も
よ
い
。
民
主
制
度
に
対

す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
強
さ
と
い
う
点
も
こ
れ

ら
の
国
々
の
特
徴
で
あ
る
。

他
方
、
革
命
的
左
派
の
代
表
格
は
、「
反
米
帝

国
主
義
」
を
公
言
し
「
二
一
世
紀
の
社
会
主
義
」

を
唱
え
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
チ
ャ
ベ
ス
政
権
で
あ
り
、

「
植
民
地
国
家
と
新
自
由
主
義
経
済
の
終
焉
」
を

唱
え
る
ボ
リ
ビ
ア
の
社
会
主
義
運
動
（
Ｍ
Ａ
Ｓ
）

の
モ
ラ
レ
ス
政
権
が
続
い
て
い
る
。
ペ
ル
ー
の
選

挙
戦
で
は
、
南
部
ア
ン
デ
ス
の
貧
困
と
疎
外
を
バ

ッ
ク
に
急
浮
上
し
た
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
、
民
族
主

義
者
の
ウ
マ
ラ
候
補
が
こ
れ
に
続
き
、
三
者
の
緊

密
な
連
携
関
係
が
話
題
と
な
り
、
ウ
マ
ラ
政
権
実

現
を
後
押
し
す
る
チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
露
骨
な
選
挙

干
渉
が
決
選
投
票
の
注
目
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
最
近
注
目
さ
れ
る
南
米
の
二
つ
の
左
派

の
潮
流
の
主
導
権
争
い
が
選
挙
を
舞
台
に
展
開
さ

れ
、
ペ
ル
ー
で
は
穏
健
な
社
会
民
主
主
義
が
辛
う

ペ
ル
ー
・
大
統
領
選
挙
を
め
ぐ
る
開
発
の
行
方̶

「
国
家
へ
の
回
帰
」

特集／ラテンアメリカ現代政治を読む｜左派政権？ 反米？ 反ネオリベラル？

遅
野
井
茂
雄
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じ
て
勝
利
し
、
急
進
的
左
派
の
地
域
的
拡
大
を
抑

え
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
当
選
後

ガ
ル
シ
ア
次
期
大
統
領
は
、
最
初
の
訪
問
国
と
し

て
、
ル
ー
ラ
大
統
領
の
差
し
向
け
た
専
用
機
で
ブ

ラ
ジ
ル
に
飛
び
、
大
西
洋
と
太
平
洋
を
通
商
的
に

結
ぶ
戦
略
的
同
盟
関
係
を
謳
い
、
イ
ン
フ
ラ
建
設

の
協
力
を
改
め
て
確
認
し
た
。
次
い
で
チ
リ
を
訪

問
し
、「
チ
リ
こ
そ
が
モ
デ
ル
」
と
の
認
識
を
明

ら
か
に
し
、「
北
米
・
ア
ジ
ア
に
向
け
た
貿
易
競

争
で
チ
リ
と
競
う
」、「
ペ
ル
ー
を
南
米
に
お
け
る

ア
ジ
ア
経
済
と
の
通
商
・
投
資
の
拠
点

に
す
る
」
こ
と
を
宣
言
し
た
の
は
象
徴

的
で
あ
る
。
そ
し
て
ト
レ
ド
政
権
が
交

渉
を
妥
結
し
た
対
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
国
会
審

議
に
お
い
て
六
月
二
八
日
、
ア
プ
ラ
党

は
こ
れ
を
与
党
と
保
守
派
と
と
も
に
承

認
、
批
准
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
こ
に
新

自
由
主
義
へ
の
一
定
の
批
判
を
保
ち
な

が
ら
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
と
も
に
成

長
し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ラ
党
新
政
権
の

市
場
友
好
的
な
政
策
の
方
向
性
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

●
一
次
産
品
輸
出
モ
デ
ル
へ

の
批
判

と
こ
ろ
で
新
自
由
主
義
批
判
は
、
高

い
成
長
率
や
輸
出
急
増
も
失
業
率
（
一

○
％
）
や
不
完
全
就
業
率
（
五
五
％
）、

貧
困
人
口
（
五
○
％
）
の
改
善
に
つ
な

が
ら
ず
（
表
１
参
照
）、
格
差
を
増
す

だ
け
の
一
次
産
品
輸
出
モ
デ
ル
に
集
中

的
に
向
け
ら
れ
た
。
外
資
流
入
、
貿
易

黒
字
の
拡
大
で
為
替
は
割
高
に
推
移
し
、

投
資
は
天
然
ガ
ス
や
、
銅
、
金
な
ど
資

本
集
約
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
鉱
産
資
源

開
発
に
向
か
い
、
膨
大
な
労
働
人
口
を

抱
え
収
益
性
の
低
い
部
門
へ
の
投
資
を
抑
制
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
オ
ラ
ン
ダ
病
」
へ
の
批
判
で
あ
る

（
例
え
ば
、
パ
ニ
ア
グ
ア
元
大
統
領
を
擁
立
し
た

「
中
道
戦
線
」
の
経
済
政
策
立
案
者
で
カ
ト
リ
カ

大
学
の
経
済
学
者
に
よ
る
参
考
文
献
②
を
参
照
）。

同
時
に
最
近
の
資
源
価
格
の
急
騰
を
う
け
、
国
民

へ
の
還
元
も
乏
し
い
中
で
高
利
潤
を
上
げ
る
多
国

籍
企
業
へ
の
批
判
と
、
カ
ミ
セ
ア
の
天
然
ガ
ス
開

発
で
の
度
重
な
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
破
損
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
周
辺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
環

境
被
害
を
十
分
規
制
で
き
ず
、
外
国
企
業
の
社
会

的
責
任
を
放
置
し
て
き
た
政
府
へ
の
批
判
で
あ
る
。

輸
出
市
場
と
直
結
し
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
発
展

す
る
資
源
開
発
部
門
や
農
産
加
工
部
門
の
う
ち
、

と
く
に
前
者
は
資
本
集
約
的
で
雇
用
を
生
ま
な
い
。

後
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
麻
薬
対
策
協
力
の
見
返
り

で
導
入
さ
れ
た
ア
ン
デ
ス
特
恵
制
度
（
Ａ
Ｔ
Ｐ
Ｄ

Ｅ
Ａ
）
の
活
用
で
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
農
業

生
産
と
対
米
輸
出
が
拡
大
し
、
雇
用
は
増
大
し
て

い
る
が
、
所
得
水
準
で
み
れ
ば
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

セ
ク
タ
ー
に
分
類
さ
れ
低
賃
金
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
対
米
市
場
へ
の
繊
維
・
ア
パ
レ
ル
の
輸
出
も

急
増
し
て
い
る
が
、
正
規
雇
用
の
伸
び
は
全
体
か

ら
見
れ
ば
限
定
的
で
あ
る
。
他
方
、
生
産
性
が
低

く
、
過
剰
労
働
人
口
を
抱
え
た
中
小
企
業
、
農
村

の
小
生
産
者
は
輸
出
経
済
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
社
会
は
両
極
分
解
し
深
刻
な
ひ
ず
み
が

生
ま
れ
た
と
す
る
強
い
非
難
が
ウ
マ
ラ
陣
営
か
ら

は
な
さ
れ
た
。
実
際
、
ウ
マ
ラ
候
補
の
地
盤
で
あ

る
南
部
ア
ン
デ
ス
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か
ら
と
く
に

取
り
残
さ
れ
て
お
り
、
農
産
加
工
が
急
速
に
発
展

2000 2001 2002 2003 2004 2005

GDP成長率 3.0 0.2 5.2 3.9 5.2 6.4

同 1 人当たり 1.5 -1.1 3.8 2.6 4.0 5.2

消費者物価指数 3.7 -0.1 1.5 2.5 3.5 1.5

輸出額 6,955 7,026 7,714 9,091 12,809 17,336

（非伝統産品） 2,043 2,182 2,256 2,620 3,479 4,276

経常収支 -1,556 -1,217 -1,117 -958 19 1,105

直接投資 810 1,070 2,156 1,275 1,599 2,579

財政収支（SPNF） -3.3 -2.5 -2.2 -1.7 -1.0 -0.3

都市完全失業率 8.5 9.3 9.4 9.4 9.4 9.6

貧困人口 54.3 53.8 52.2 51.6

送金額 718 753 705 869 1,133 1,440

表１ ペルーの主要経済指標 （単位：％、100 万ドル）

（出所）BCRP. 貧困人口は INEI。
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し
て
い
る
ア
プ
ラ
党
の
地
盤
で
あ
る
北
部
や
南
部

海
岸
部
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

必
然
的
に
改
革
の
方
向
性
は
、
輸
出
部
門
と
地

域
経
済
と
の
連
関
の
強
化
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ア
プ
ラ
党
は
、
海
岸
部
に
集
中
す
る
輸
出
農
産
加

工
の
高
地
へ
の
拡
大
策
を
掲
げ
た
。
さ
ら
に
国
内

市
場
を
再
評
価
し
、
そ
の
生
産
能
力
の
開
発
と
工

業
化
を
通
じ
一
次
産
品
に
高
い
付
加
価
値
を
つ
け

る
。
開
発
の
推
進
役
と
し
て
の
政
府
の
役
割
を
強

化
し
、
振
興
策
を
通
じ
て
低
収
益
部
門
へ
投
資
を

誘
導
、
中
小
生
産
者
に
は
融
資
を
拡
大
す
る
。
必

要
な
原
資
は
税
収
拡
大
で
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
を
進
め
る
多
国
籍
企
業
と
の
契
約
の
見
直
し

や
優
遇
税
制
の
撤
廃
な
ど
を
通
じ
て
確
保
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
（
政
党
の
政
策
綱
領
は
、
社

会
経
済
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
）。

一
九
九
○
年
代
に
フ
ジ
モ
リ
政
権
下
で
行
わ
れ

た
市
場
化
へ
の
転
換
は
、
国
家
企
画
庁
（
Ｉ
Ｎ

Ｐ
）
を
解
体
し
、
戦
略
部
門
を
国
家
に
一
切
残
さ

ず
、
国
営
企
業
の
す
べ
て
を
民
営
化
の
対
象
と
す

る
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ト
レ
ド
政
権
は
、

こ
う
し
た
フ
ジ
モ
リ
政
権
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

を
批
判
、「
貧
困
と
の
全
面
対
決
」
を
謳
い
、「
第

三
の
道
」
を
託
さ
れ
て
船
出
し
た
は
ず
で
あ
っ
た

が
、
市
場
の
信
認
を
得
る
た
め
経
済
運
営
を
ク
チ

ン
ス
キ
ー
財
務
大
臣
（
後
首
相
）
に
代
表
さ
れ
る

ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
象
徴
的
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
に
丸
投
げ
し
た
。
そ
の
結
果
、
輸
出
資
源

価
格
の
急
騰
を
追
い
風
に
経
済
は
か
つ
て
な
い
拡

大
期
を
迎
え
、
こ
の
成
長
が
続
け
ば
今
年
中
に
は

一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
過
去
最
大
で
あ
っ
た
一
九

七
五
年
の
水
準
に
よ
う
や
く
回
復
す
る
見
通
し
と

な
っ
た
（
図
１
参
照
）。

だ
が
、
マ
ク
ロ
経
済
ブ
ー
ム
と
は
裏
腹
に
、
貧

困
人
口
は
横
ば
い
、
失
業
率
は
高
止
ま
り
す
る
な

ど
社
会
問
題
は
改
善
さ
れ
ず
、
社
会
不
安
は
日
常

化
し
、
海
外
へ
の
出
稼
ぎ
数
は
ト
レ
ド
政
権
下
で

急
増
し
た
。
低
水
準
か
ら
の
回
復
だ
け
に
そ
の
改

善
に
は
長
期
的
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
雇
用
に
関
し
て
は
前
述
の
よ
う
に

一
次
産
品
輸
出
モ
デ
ル
固
有
の
問
題
点
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
社
会
支
出
も
年
率
八
％
で
増
加
し
た

が
、
貧
困
対
策
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
伴
わ
ず
、
非
効

率
さ
は
歴
然
と
し
て
い
た
。
国
家
行
政
の
近
代
化

の
要
請
と
と
も
に
、
開
発
の
持
続
可
能
性
を
保
障

す
る
た
め
新
自
由
主
義
の
弊
害
の
克
服
が
求
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
昨
年
五
月
に
は
戦
略
的
企
画
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
の
創
設
が
法
制
化
さ

れ
、
開
発
計
画
に
お
け
る
戦
略
的
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ

ー
再
構
築
の
動
き
が
具
体
化
し
て
い
た
。
選
挙
戦

で
は
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
社
会
課
題
や
競
争

力
強
化
に
対
処
す
る
た
め
国
家
の
役
割
を
取
り
戻

し
、
石
油
公
社
の
強
化
等
、
開
発
に
お
け
る
国
家

の
戦
略
性
の
回
復
が
焦
点
と
な
っ
た
。

だ
が
戦
略
性
の
中
身
や
範
囲
は
両
陣
営
に
大
き

な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
ア
プ
ラ
党
は
、
保
守
派
と

急
進
派
に
挟
ま
れ
ス
タ
ン
ス
は
曖
昧
だ
っ
た
が
、

新
自
由
主
義
路
線
の
修
正
、
つ
ま
り
「
社
会
正
義

の
た
め
の
経
済
」
の
下
で
、
二
○
一
一
年
ま
で
年

率
七
％
の
高
成
長
を
公
約
に
掲
げ
た
。
こ
れ
に
対

し
、
ウ
マ
ラ
陣
営
は
徹
底
し
た
新
自
由
主
義
に
よ

り
排
除
さ
れ
た
多
数
派
に
よ
る
社
会
の
「
大
転

換
」
を
訴
え
た
。
石
油
・
天
然
ガ
ス
、
電
力
、
水

道
、
港
湾
等
を
戦
略
部
門
と
位
置
づ
け
、
そ
の
国

有
化
を
唱
え
、
四
月
署
名
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
と
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
は
新
自
由
主
義
を
固
定
化
す
る
と
し
て
見

直
し
を
主
張
、
混
合
経
済
や
「
企
業
家
的
国
家
」

を
復
活
す
る
た
め
一
九
九
三
年
憲
法
を
廃
棄
し
、

160 
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図１ ペルーのGDP１人当たりの推移（1960 ～ 2005 年。1960 年を 100 とする）

（出所）BCRP、Memoria 2005，2006．BCRPのホームページより。
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特集／ラテンアメリカ現代政治を読む 左派政権？ 反米？ 反ネオリベラル？

憲
法
制
定
議
会
の
招
集
を
掲
げ
た
。
こ
れ
は
、
チ

ャ
ベ
ス
政
権
や
、
七
月
に
憲
法
制
定
議
会
選
挙
を

控
え
、
五
月
天
然
ガ
ス
の
国
有
化
宣
言
に
踏
み
切

っ
た
ボ
リ
ビ
ア
の
モ
ラ
レ
ス
政
権
に
通
ず
る
政
策

と
言
え
た
。

結
果
的
に
、
ウ
マ
ラ
陣
営
の
急
進
性
が
ガ
ル
シ

ア
陣
営
を
よ
り
中
道
寄
り
に
し
、
フ
ロ
レ
ス
支
持

者
な
ど
中
道
か
ら
保
守
層
の
票
を
取
り
込
ん
だ
ガ

ル
シ
ア
候
補
が
五
％
の
僅
差
で
当
選
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
ウ
マ
ラ
候
補
の
民
主
制
度
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
の

薄
さ
や
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
チ
ャ
ベ
ス
政
権
の
選
挙

干
渉
も
反
発
を
呼
ん
だ
。

●
ガ
ル
シ
ア
新
政
権
の
課
題

ペ
ル
ー
は
、「
ベ
ラ
ス
コ
革
命
」（
一
九
六
八
〜

一
九
七
五
年
）、
一
期
目
の
ガ
ル
シ
ア
政
権
と
国

家
統
制
型
の
民
族
主
義
を
経
て
、
フ
ジ
モ
リ
時
代

に
は
教
科
書
的
な
新
自
由
主
義
の
採
用
と
い
う
一

八
○
度
の
政
策
転
換
、
極
端
な
開
発
の
振
り
子
を

経
験
し
た
。
今
回
の
選
挙
で
は
新
自
由
主
義
の
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
修
正
が
選
択
さ
れ
、「
国
家

へ
の
回
帰
」
は
健
全
な
微
調
整
に
と
ど
ま
る
見
通

し
で
あ
る
。

か
つ
て
党
の
「
反
帝
国
主
義
」
理
念
に
忠
実
と

な
っ
た
ガ
ル
シ
ア
大
統
領
が
、
今
度
は
「
責
任
あ

る
改
革
」
を
訴
え
、
新
た
な
革
命
的
民
族
主
義
者

と
対
峙
し
た
の
は
皮
肉
で
あ
る
。
一
期
目
の
一
九

八
五
年
、
三
六
歳
で
政
権
に
つ
い
た
同
大
統
領
は
、

今
日
の
ウ
マ
ラ
候
補
と
似
た
立
場
か
ら
、
国
際
金

融
界
の
利
害
を
代
弁
す
る
も
の
と
債
務
政
策
で
Ｉ

Ｍ
Ｆ
と
対
決
、
米
系
資
本
や
銀
行
の
国
有
化
で
国

際
孤
立
を
深
め
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
保
護
主
義
政

策
で
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
と
経
済
破
綻
を
招
い
た

（
図
１
参
照
）。

新
大
統
領
に
と
っ
て
選
挙
は
「
失
敗
し
た
大
統

領
」
と
い
う
過
去
の
汚
名
を
払
拭
す
る
戦
い
で
あ

っ
た
。
五
年
間
の
輸
出
急
増
と
成
長
の
経
験
を
受

け
、
二
○
○
一
年
選
挙
で
示
し
た
反
新
自
由
主
義

ス
タ
ン
ス
は
、
明
ら
か
に
穏
健
化
し
て
い
た
。「
失

敗
は
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
」
と
い
う
訴
え
を
信

ず
る
有
権
者
は
少
な
く
、
七
月
二
八
日
発
足
し
た

二
期
目
は
、
信
頼
回
復
と
「
成
功
し
た
大
統
領
」

と
し
て
歴
史
に
名
を
残
す
こ
と
に
賭
け
た
政
権
と

な
る
は
ず
で
あ
る
。

問
題
は
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
改
革
を
支
持
す
る
層

が
約
半
数
を
占
め
る
と
い
う
現
実
だ
。
植
民
地
以

来
の
南
部
ア
ン
デ
ス
の
絶
望
的
な
格
差
構
造
と
貧

困
は
、
ウ
マ
ラ
候
補
の
よ
う
な
救
世
主
出
現
の
願

望
を
促
す
土
壌
で
あ
り
続
け
よ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
南
部
ア
ン
デ
ス
の
小
生
産

者
と
い
か
に
向
き
合
う
か
。
当
面
は
一
一
月
の
地

方
選
挙
ま
で
が
勝
負
と
な
る
。
豊
か
な
資
源
賦
存

は
、
貧
困
を
前
に
外
資
に
よ
る
資
源
収
奪
観
を
育

み
、
そ
の
不
満
を
利
用
し
て
急
進
的
指
導
者
の
出

現
を
許
し
や
す
い
。
技
術
と
資
本
を
持
つ
外
資
と

の
関
係
を
い
か
に
民
衆
層
に
恩
恵
が
及
ぶ
形
で
再

構
築
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で

き
る
か
は
難
問
で
あ
る
。

ま
た
一
回
目
の
投
票
で
二
五
％
の
得
票
率
し
か

得
て
い
な
い
政
権
の
誕
生
で
あ
る
。
一
二
○
名
の

議
会
で
三
六
議
席
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
少
数
与

党
で
あ
り
、
他
党
と
の
合
意
形
成
が
迫
ら
れ
る
。

「
ア
プ
ラ
だ
け
が
国
を
救
う
」
と
い
っ
た
救
世
主

的
ド
グ
マ
は
全
く
時
代
遅
れ
だ
。
国
家
の
復
権
は
、

ア
プ
ラ
党
の
閉
鎖
性
を
解
消
し
、
幅
広
く
有
能
な

人
材
を
登
用
し
て
、
腐
敗
の
少
な
い
効
率
的
な
公

的
制
度
の
構
築
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
フ
ジ

モ
リ
政
権
下
で
の
失
敗
を
含
め
、
近
年
の
ガ
バ
ナ

ン
ス
構
築
の
経
験
に
照
ら
し
て
難
問
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
「
国
家
へ
の
回
帰
」
は
非

効
率
で
腐
敗
の
多
い
「
過
去
へ
の
回
帰
」
と
な
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

こ
れ
ほ
ど
好
調
な
マ
ク
ロ
経
済
状
況
を
引
き
継

ぐ
政
権
は
か
つ
て
な
か
っ
た
。
内
外
の
制
約
の
下

で
、
こ
の
成
果
が
い
か
に
拡
大
さ
れ
、
よ
り
多
く

の
層
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
る
か
。
失
敗
の
経
験
を

も
と
に
、
持
続
的
成
長
と
貧
困
削
減
を
実
現
し
た

チ
リ
の
よ
う
な
社
会
民
主
主
義
政
権
に
転
換
で
き

る
か
に
注
目
が
集
ま
る
。

（
お 

そ
の
い

し
げ
お
／
筑
波
大
学
大
学
院

人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授
）
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